
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

授業のユニバーサルデザインのモデル図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 江戸川区立南小岩第二小学校 

研 究 構 想 図 

〇社会的背景（今日的課題） 

〇新学習指導要領 

〇都・区の教育目標 

学校教育目標 

◎考える子 

○思いやりのある子 

○健康な子 

本校の課題 

・自分の考えを伝えること 

・新たな考えをつくること 

・学んだことを生かすこと 

目指す児童像 

○知識や技能を確実に身に付け、活用する子 

○多様な他者とのかかわりの中で、自分の考えを見直す子 

○自らすすんで学び、楽しんで学ぶ子 

＜研究の仮説＞ 
ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業をすることによって、子供にとってわかりやすく、

学びがいのある学習になるのではないか。また、児童全員が進んで学びに向かい、協同的に学習に

取り組むのではないか。 

研究主題 

 

すすんで学び、自分の考えを広げ深める子の育成 
～ユニバーサルデザインの視点に立った授業改善を通して～ 

A 

活用 

（使う） 

B習得 

（身に付ける） 

C 理解 

（わかる） 

D参加 

（活動する） 

・機能化(日常生活での実用・発展的課題・発想の獲得) 

・適用化(応用/汎用) 

  ・スパイラル化  

    (学年・単元間・教科間の重複の意識) 

・共有化 ・感覚の活用 (直感/動作) ・視覚化 

・スモールステップ化 ・展開の構造化 ・焦点化 

・時間の構造化 ・場の構造化 ・刺激量の調整 

・ルールの明確 ・クラス内の理解促進 

 


